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業務部　第一岡崎物流業務G

本 テ ー マ の 活 動 期 間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間
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～A Future Reborn～未来の自分も安心して働ける作業環境の構築

～ア　フューチャー　リボーン～　ミライノジブンモアンシンシテハタラケルサギョウカンキョウノコウチク

株式会社アイシン・ロジテクサービス 渥美　英将

カブシキカイシャ　アイシン・ロジテクサービス アツミ　　ヒデマサ

ＱＣサークル 紹介
発 表 形 式

プロジェクタ

本 部 登 録 番 号 891-2 サ ー ク ル 結 成 年 月

イノベーション イノベーション

2019年 1

    

                           

            

    

       

           

      

            

   

     

 
 
 
 

         

  

        

        

   

           

           

            
         
                  
          

            
     

    

     

    
  

    

    
   

            
         

              
          

              
               

         

                               

     

             

    

職場紹介

私たちが働く岡崎物流センターでは、アイシン岡崎東工場の物流拠点とし、各仕入先の受

入・保管・集荷・出荷業務を行っています。

私はWCVT・F22工程の格納、集荷作業を受け持っています。

サークル名は「イノベーション」。

新しいアイデアを取り入れて10年後も安心して働ける職場を構築する!!

をスローガンに総勢19名のメンバーで変化を恐れず、挑戦しています。

現在、私たちはDゾーン。

弱点はX軸です。だからこそＸ軸を中心に、勉強会を行い、Cゾーンへの飛躍を目指します。

私たちの重点実施項目は全員参加で危険を改善し、安全意識の維持継続、その中での取

り組みとして、作業者からの困り事の吸い上げと計画的改善の実施があります。以上の事

からサークルの役割は、工程での困り事を抽出し、メンバー全員で改善・対策を行うことが

私たちイノベーションサークルの役割です。

困り事の吸い上げを実施した結果、

「ずり込み台車が重くて押すのがキツイ！」が一番多い声として上がりました。

                 

        

会社紹介弊社、アイシン・ロジテクサービスは、物流資材の開発からオペレーションを行う

「物流」、ものづくりの困り事を化学の知見で解決する「化学解析」、

生産現場の環境維持・改善のサポートを行う「工場サービス」の3事業を主軸としています。

さらに、それぞれの事業を技術力「テクノロジー」で進化させ、融合することで革新を生み、

新たな価値の創造にも挑戦しています。
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作業者へ意見をヒアリングしてみると、足がプルプルする。魚(うお)の目ができる。

「この作業、歳を取ってもできるのか…？」そんな不安な声が複数上がった為、テーマ『ずり

込み台車格納を楽にする』に決定しました。

ずり込み台車とは、仕入先から納入された部品を、リフト作業者がシュートコンベアに投入

し、それをずり込み台車で引き込み、対象間口へ格納する際に使用します。

格納作業者の必須アイテムです。

ずり込み台車の特性：横幅128㎝、縦幅130㎝、取手までの高さ、98㎝、重量は150㎏の台

車を使用しています。車輪の特性：車輪は6本、材質はウレタン仕様なので摩擦抵抗に

強いのが特徴で、1台車の耐荷重は780㎏まで積載可能です。

きついと感じるタイミングを作業者全員にヒアリングを実施しました。

結果、14人中14人が、初動が重い。搬送中も足に負担がかかると、同じ悩みを抱えていま

した。

納入PLの重量調査の実施、納入ＰＬがどのくらい重たいのか計測を行いました。

最大はA社の640kg。ホルスタイン並みの重さでした。ですが、耐荷重はクリアしています。

人力運搬台車の安全管理基準によると台車を押す・引く時の負荷は30Kgf（キログラム

フォース）以下とする。と記載がありました。実際に台車を押す力を全45仕入先、安全環境

グループより拝借したデジタルフォースゲージを使用し、計測した結果、最大ニュートンが

261Ｎ、平均128Ｎでした。30Kgfをニュートン換算すると294.2Nなので基準には収まっていま

した。

最大値261NのA社を台車に載せて台車の形状を確認。台車のサイズに対してＰＬが小さい

為、台車の取手側に重心があり、前輪が約5㎜浮いていることが判明しました。

部品が何も載っていない状態でも車輪が浮いていることが分かりました。

車輪の高さを測定。中央輪は固定輪で留め具の種類が違い、中央輪と前輪・後輪で約

5mm高さに差異がありました。



     

                          

                    
            
                                         
            
         
                                         
            
       
                                          
         
                                         

          

               

     

           
                          
        
                                
          
      
                            
            
        
                     

                      
                

               

          

                 
                                       
                                      
                              
             

               

          

     

     

                      
                      
       

                

                   

          

              
         

               

    

  

     

                

       

    

        

       

          

      

    

         

       

       
        

                     
                 

     

前輪がなぜ浮いているか物流企画Gに確認したところ、台車の基本構造が主に4つありま

した。段差乗り越え性能の向上。荷重分散の最適化。旋回性の向上。路面追従性の確保。

の機能をもった台車であることが確認できました。

実際の格納作業をする現場の確認。現場を確認したところ、床面の凹凸段差はなし。湾

曲な通路もなし。勾配、傾斜地は無い事が確認出来ました。

4つの特性を確認したところ『荷重分散の最適化』が出来ておらず、前輪が接地されてい

ない事が分かりました

前輪が浮いている状態では、残りの４輪に荷重が集中し、接地圧が高くなっています。前

輪を浮かせず、６輪接地仕様にしたら、荷重分散の低下が見込まれ、１輪あたりの荷重が

約33％減少し、台車を動かす為の押す力が軽減する見込みです。以上のことから対策の

狙いどころを『ずり込み台車の前輪を機能させ、台車の押す力を減らす』に決まりました。

どの仕入先からがキツイと感じるのか確認すると、主に作業を行うメンバー14人にが、ど

のくらいからキツイと感じるのか、各仕入先毎にを台車を押してもらいました。結果、平均

191NのJ社を押す時がキツイと感じることが分かりました。

191Ｎ以上あるのは6仕入先あるので、目標値を191Ｎ以上ある6仕入先を、191Ｎ

以下にすることを目標に決定！施策内容は前輪の高さ調整、6輪接地を実現させ

活動計画は表の通りになります。 対策案の検討はマインドマップでアイデアを広げ、メンバー全員で、改善案を出し合いまし

た。



       
          

          

        

                         

            
                 

                          
                                 

                            
                      
                           

               

     

      
             

                     

                        
                    
                 
                
                    

           
             

         

     

      

               
               

          
                
    

               
              

               
               
                
               

     

      

       

          

                
             
                 
          

       

                 

     

         

 

 

   

              
              

                                
                                 

                

     

マインドマップを基にマトリックス図を作成し、効果と実現性を比較。選ばれたのは、『前輪

を加工し、中央輪と同じ高さにする』でした。

前輪の高さを上げる為のアイテムの評価をした結果、丸型ワッシャーを選定しました。

丸型ワッシャーの購入を検討していたところ、推進者の大楠職長より、５月のレイアウト変

更時に輪留め等を固定するアンカーが、Cアンカーからハードエッジアンカーに変更された

ので丸型ワッシャーが余っているからそれを使おう と助言がありました。

大楠職長に頂いたワッシャーを使用し、ワッシャーの厚みが1枚2.5㎜程度なので2枚重ね

て取り付けの実施。台車と車輪の留め具の間にワッシャーを挟み、高さを出します。推進

者、永山職長の手で、改善を実施。

6輪接地出来ているか確認。チェックシートを基に部品が積載されている状態、積載されて

いない状態で6輪接地されているか確認を実施しました。結果、6輪接地されていることが

確認出来ました。

試作品台車でトライ。重量のある仕入先を3つ選定し使用感を確認。「軽くなった！」という

声が、全員から上がりました。手応えは、確かなものでした。

効果の確認、デジタルフォースゲージを使用し、重たいと感じていた6仕入先を計測、6仕

入先全てが191Nを下回り、押す力が24.3％軽減しました。改善、大成功です！

標準化と管理の定着、標準化と管理の定着は表の通りになります。

次はTDL工程へ横展を予定しています。

サークルレベルの確認、

今回の活動を通し、目標であったCゾーンへレベルアップすることが出来ました。

しかし、まだまだX軸が弱いので今後も勉強会を通じてBゾーンを目指していきます。



反省点としてサークル活動を行う人に偏りが出てしまい、サークルレベルが思ったほど上

がりませんでした。来期は、QC会合のやり方や勉強会を増やすなど工夫し、サークルメン

バー全員でレベルアップ出来る活動にしていきます。

今回の改善活動を通じて、作業者の負担軽減と安全性向上を実現することができました。

『未来の自分も安心して働ける職場』の実現に向けて、今後も挑戦を続けます。

         

                             
                     
                              
                          

                             
           
             
        

     


